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１． 論文内容の要旨 

















































 第 4 章の圧電素子を利用した音響管レベルスイッチは、従来検知できなかった軽いかさ
密度の粉粒体を 450℃の高温下での有無を検出できる工業計器の可能性を提案している。 
なお、当初の題名は「Multiple-Input/Multiple-Output Characteristics of Piezo Devices and Its 
Applications 」であったが、本論文ではピエゾデバイスを応用した複数のアプリケーション
例を提示していることから「Multiple-Input/Multiple-Output Characteristics of Piezo Devices and 
Their Applications」という題目に変更した方が適切であるとの結論に至った。 
 
 以上、本論文では圧電現象と焦電効果の理論モデルを新たに構築し従来の個別解釈を統
一的に説明している。またこの統一理論モデルを基礎として新規で有用な呼吸センサおよ
びトリアージデバイスを提案している。さらに全く新規な工業計器としてのレベルスイッ
チを提案しその有用性を実証している。これらの成果は自然科学的に新規な知見を提示し、
この知見をもとに新たで有用な医療機器および工業計器を提案し、学術的に高く評価でき
る。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（工学）の学位に値する
という結論に達した。 
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